
技術分類

技術名称 アーバンノーディッグ工法 担当部署 事務局

NETIS登録番号 ＱＳ－０１０００５－Ｖ 担当者 伊藤　靖

社名等 アーバンノーディッグ工法協会 電話番号 ０３－３２３４－００５６

技術の概要

国の機関　 ２６　件　（全国）　
自治体　１１８５　件　（全国）　
民　 間　　２２４　件　（全国）　

全国で約２２０ｋｍ（平成２８年３月末日現在）

安全・防災　　維持管理 　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

従来、上・下水道、農業用水、電力線、通信ケーブル、ガスなどの地下埋設物は、道路や地盤を開
削してパイプを布設した後、埋め戻し、更にアスファルトやコンクリートを再舗装したり、芝を植え替
えたりするのが一般的な工法であり、膨大な費用と時間を費やしてきました。
小口径推進工法も数多くの工法がありますが、費用も高価で工期も長くかかる問題点もありまし
た。
アーバンノーディッグ工法は、地表からの電磁誘導システムによりポリエチレン管などを容易に非
開削で布設する工法です。この工法は、施工機材を地上及び車上に設ける事により、従来の工法
に比べ、工期短縮が可能となりコスト低減を実現した工法です。

アーバンノーディッグ工法は非開削工法の１種で、一般名称でＨＤＤ工法（誘導式水平ドリル工法）
と呼ばれ、地表からの誘導で埋設管を非開削で布設する工法です。
アーバンノーディッグ工法は、地中のビーコン（発信器）から発信された電波を地上のロケータ（受
信器）で受信し、地表から遠隔操作により誘導されたドリルヘッドにより削孔を行います。その後、
計画された埋設管を形成された掘削孔へ引き込む事により管を埋設する工法です。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

２．技術の内容

３．技術の効果

（１）施工コストの低減
　・日進量が早い為、機械損料・人件費が大幅に減少
　・地上作業が中心であり大規模な仮設が不要である為、仮設費用が減少
（２）施工工期の短縮
　・小口径推進工法の半分以下の所要時間で施工する事も可能
　・機材の設置・撤去が容易
（３）カーブ施工が可能
　・上下左右の修正が可能
　・埋設物などを迂回し現場に応じた施工が可能

４．技術の適用範囲

（１）適用可能な範囲
　・対象土質：粘性土、砂質土、礫混じり土（礫径３０㎜以下、礫混入率２０％未満）
　　（Ｎ値３０未満）
　・対応管種：ポリエチレン管、鋼管、ステンレス管、推進工法用ＮＳ形ダクタイル管、
　　　　　　　　　電力・通信用ケーブル保護管、（一部塩化ビニル管）
　・対応管呼び径：Φ２５～Φ５５０
　・対応曲率半径：Ｒ＝４０ｍ（中型機）
　・対応深度：１２ｍ
　・施工可能１スパン延長：Φ７５以下で粘性土の場合　約１４０ｍ
　※施工条件により延長距離は検討要しますので協会へお問合せ下さい。
（２）機種
　・地上設置型：ＪＴ４０２０（Φ５５０迄）、ＪＴ２０２０・ＪＴ１７２０（Φ３００迄）
　・立坑内設置型：ＰＵ１０・ＰＴ１０１０　（Φ２００迄）

５．活用実績

※別紙２



６．写真・図・表
（１）アーバンノーディッグ工法施工機材

ロケータ画面

（２）施工手順

（３）施工事例


